







































けに基づいた将来の x の予測」と「現在と過去の x と
y の値に基づいた将来の xの予測」を比較し、後者の平





















インパルス応答関数の計算結果を図 1, 図 2 で示す。









図 1 インパルス応答;(a)A型から A型, (b)A型から B型
図 2 インパルス応答;(a)B型から A型, (b)B型から A型










順番に i1, i2, ...と置く。また、時刻 tにおける B型報告









パラメータ a, b, s は、推定結果と報告数の間における
RMSEを最小にするものを推定する。pはインパルス応
答をどの時点まで用いるかを表し、今回は各インフルエ
ンザの流行期間を基準とし、3 か月程度の p = 14 とし




下で、このモデルは A 型から B 型に対するインパルス
応答の値を B型の報告数に回帰させる形式をとる。
4.2 推定結果
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